
 

 

社会福祉法人 希望の家 

太陽光発電・蓄電システム 

・太陽光によるクリーンエネルギーを活用します 

・災害などによる長時間の停電時に蓄電池を活用します 

社会福祉法人 希望の家では、温室効果ガスの削減による地球温暖化防止への貢献と、災害時の

停電に備えた電力の確保を目的に太陽光発電設備と蓄電池を設置いたしました。資金の一部は、一

般社団法人新エネルギー導入促進協議会の平成２６年度独立型再生可能エネルギー発電システム

等対策費補助金を利用しています。（希望の家は、倉吉市と「災害時等における要援護者の緊急受入

れ協定」を締結しています。） 

太陽光モジュール 

４７ｋＷ（２４０Ｗ×１９６枚） 

キュービクル 
施設の電力 

電力会社より 

非常時 

避難場所の電源 

蓄電池 

３０ｋｗ（１５ｋｗ×2台） 

年間26トン 

二酸化炭素を削減！ エネルギーモニターを

玄関と食堂に設置 


